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特集／アジア・中東における「伝統」・環境・公共性
セッション 2：アジア・中東におけるグローバリゼーション・国家・市民社会
エジプト農民とグローバリゼーション
エジプト・カイロ大学農学部教授　　
ムハンマド・アブデル・アール
　グローバリゼーションに関する興味深い定義の一つに、現在の世界システム
を構成する諸国家、諸社会の間のつながりと相互関係の多様性に言及したもの
がある。この定義によれば、グローバリゼーションとは、世界の一部で生じた
様々な出来事や決定、および活動による変化が、地球上の全く離れた地域の
様々な個人や共同体に重要な影響をもたらすようになるプロセスである。その
範囲の「広さ」と度合いの「深さ」が、この現象の二つの主な特徴である。こ
の定義に依拠しつつ、本報告では第三世界の農村共同体がこのプロセスの一部
となっていることを論じた。
　エジプトで人口の最大多数を占める農村共同体は、この国が経験してきたも
ろもろの重大な変化すべての不可欠の構成要素であった。本報告では、これら
の共同体と、外の世界あるいは「グローバリゼーション」現象との関係を築い
たいくつかの画期的な事件に焦点を当てることで、このことを確認した。
　エジプトの農村共同体と外の世界の「広くて深い」関係の始まりを跡づける
ことは、簡単な作業ではない。しかしながら、古代史や神話は、古代エジプト
人が南北アメリカに航海した証拠を提示している。近代史は、ナポレオンによ
る軍事行動を、西洋文明に対するエジプトの開放を深めた主要因であると説明
し、また、それによりエジプトの市民社会の出現が促されたと主張する者もい
る。ムハンマド・アリーの野望は、エジプト経済に大きな変化をもたらした。
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農業分野ではムハンマド・アリーにより、土地保有制度上の重要な変化、近代
的で複雑な灌漑計画、新種の作物の生産などの重大な変革が、多数の外国人専
門家の登用とともにもたらされ、一連の変化は農村の共同体と外の世界との関
係を確実に広げていった。
　農村の共同体とグローバリゼーションの関係を見る一方で、農民たち、特に
小農ほど、グローバリゼーションの取り組みと決定がもたらす有害な影響の負
債を常に払っているということが強調されなければならない。例えば、スエズ
運河の掘削は現在では、グローバルな関係を広め、世界貿易を増大させるため
のグローバルな決定事項とみなすことが可能であろう。この決定の代償は、そ
のグローバル・プロジェクトの奴隷にさせられた土地を持たない多数のエジプ
ト人によって支払われたのである。
　20 世紀のエジプトでは、農村共同体の構造と機能に影響を与えた 3 つの重
要な変化があった。最初は、1950 年代の土地改革であった。この改革によって、
土地を持たなかった数万の人々が農地を所有することが可能になり、また他の
多くの人々の借地権が保証されることとなった。続いて、1970 年代には湾岸
諸国への農民たちの大規模な出稼ぎ労働が起こった。この出稼ぎ労働は、電化
製品を備えたレンガ造りの家を建てるという農民たちの夢を実現させたが、消
費主義的価値観や個人主義など、エジプトの村人が従来持っていなかった価値
観を浸透させていった。最後は、1980 年代に行われた構造調整計画政策である。
この政策は、広範囲にわたり重大な変化をもたらし、現在も影響を及ぼしている。
　グローバリゼーションを促進している主要な国際的な参与者の動向を検討す
ること、また、このグローバリゼーションが生産と、エジプトを含む世界中の
数千万の小規模農民の生活様式にどのような影響を与えるかについて考察する
ことが重要である。本報告では、開発途上国の経済を「調整」に誘い込むこと
で、グローバリゼーションを促進している国際機関の役割に焦点を当てた。こ
れは、国際通貨基金と世界銀行の指示で途上国の政府に「万能薬」として押し
付けられてきた「構造調整プログラム」に基づく諸政策を分析していくことで
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明らかにされるだろう。この政策は、エジプトにおいては、補助金の撤廃や有
害な土地改革計画等を含んでいた。この問題に関し、本報告では、2002 年に
行なわれた全国調査から導き出されたデータを使用した。
